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MA-Zr 水素化物を用いた核変換処理の早期実用化に向け、処分場施設容積の決定因子となるアメリシウム

（Am)を核変換対象とした場合について検討し、円柱型の 3領域炉心の採用と中性子遮蔽体領域でのターゲ

ット冷却等の工夫によって、既存高速炉技術の範囲内で、Am 核変換性能を大きく向上させることができた。 
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1. 緒言 

既存高速炉設計技術の許容範囲内にて、Am-Zr 水

素化物ターゲットの Am 核変換ポテンシャルを最大

限に引き出すことができる最適化炉心を設定する。 

2. 早期実用化を可能とする炉心概念の最適化 

2-1. 外側炉心からの中性子漏えい向上方策 

Am-Zr水素化物ターゲットではAm含有率増加によ

り Am ミクロ中性子捕獲断面積が小さくなることか

ら、外側炉心からターゲットへの中性子漏えいを可

能な限り高めることが必要であるため、図 1 に示す

ように、(a)内側／中間／外側炉心の層数を 5／2／1

層とした 3 領域炉心とし、(b)コーナー部のターゲット全 18 体

を炉中心側に移動させて外形が円柱型になる炉心とした。 

2-2.照射済みターゲットの搬出時崩壊熱の低減方策 

Am 消滅量の増加は崩壊熱制限値(40kW/集合体以下)への抵触

をもたらすため、1)崩壊熱の約 95％が Cm-242(半減期：約 163

日)で、2)中性子はじき出し損傷和(DPA)が約 7dpa で照射変形が

ほとんど生じていないことに着目し、中性子遮蔽体領域で中性

子計装の外乱とならない箇所に 1 サイクル(約 150 日)仮置きし

て、原子炉容器から搬出するターゲット交換方法を採用した。 

3. 結論 

評価の結果、Am 消滅率約 25%(Am 割合 10at%)では年間 Am 変換量は約 100kg/EFPY(図 2 中の①点)、消滅率

約 14%(Am 割合 20at%)では変換量約 125kg/EFPY(同②点)を達成できる炉心概念を構築することができた。 
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図 2 最適化炉心における Am 核変換特性 
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図 1 最適化炉心の炉心構成 
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